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全国手話サークル情報交換会では、当日すぐ

に福島県より３．１１の体験を通して、災害発生か

ら避難し終えたら、市・県のHPや地域のコミュニ

ティーFMなどで情報を取得すると良いといった

アドバイスがありました。避難所の設置個所や混

雑状況などが確認できる仕組みもあると良いで

すね。また、水や食料の配布先なども、TVでは得

にくい情報のようです。横のつながりで得られる

このような情報もありがたいですね。 

能登半島地震 

聞こえない被災者 

石川県聴覚障害者センター公式 YouTube で

は、その日のうちに「地震発生、津波の恐れ、困っ

たことがあれば公式 LINE へ連絡ください」と、

ろう者による手話で配信。その後も随時「安否確

認のお願い」や被災者への呼掛けを行いました。

２日には対策本部を立ち上げ、現状の把握と状況

の共有を毎日発信していました。それまでに支援

のあった「水」や「お菓子」「使い捨てカイロ」など

にお礼を表しつつ、避難所や車中生活の被災者

へ配給（おにぎり一つ）では空腹状態の人もいる

とした上で、「水は２リットルボトルの箱で」「お菓

子」「使い捨てカイロは箱で」と具体的に、引き続

き協力頂きたいと拡散された動画は、何か送り

たいと思う側から見てとても有益な情報と感じ

ました。 

７日にはボランティアの方々や全日本ろうあ連

盟の災害中央本部も参加する会議が開かれ、そ

の様子も配信されています。 

 

NPO 法人「目で聴くテレビ」の YouTube で

は石川県聴覚障害者協会の藤平氏がインタビュ

ーを受け、半島ゆえの困難な状況をわかりやす

くお話しされています。道路の寸断や通行止め

による地域の孤立。停電により FAXが使えない

など、安否を確認するのにも困難が・・・。行政も

被災している状況下では、自分たちでできるこ

とを。行政が回復し始めてからはピンポイントで

協力のお願いを。また、孤立している地域の手話

通訳者不足などの話を通して、広域での派遣に

関する課題や、被災者が避難所を出た後の生活

についての課題などをお話しされています。 

 

 

半島と言ったら 

千葉県も同じだね 

令和６年元日に起きた能登半島地震。石川県

輪島市などで観測された最大震度は７でした。 

被災された方々へのお見舞いと、お亡くなり

になられた方々へのご冥福をお祈りします。 

 

 

 ○今号では、石川県で実際に行われている取り組みや課題について一部をご紹介します。 

どちらも YouTube内の検索バーで  石川県聴覚障害者センター と検索すると出てきます 
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発 行：千葉県手話サークル連絡協議会 責任者：外口晴久 

 第 5回役員会議 3月 9日開催予定 南総ブロックについて 役員選出について 

第２０回県サ連定期総会とイベントについて 他 予定 

 

「手話サークル コアラの会」 
           ～手話と共に成長するコミュニティー～ 

 千葉県佐倉市で活動する手話サークル「コアラの会」

は、２００３年５月の創立以来、単に手話を学ぶ場所とし

てだけでなく、聴覚障害者ときこえる人たちが共に成長

し、理解を深めるコミュニティとして活動してきました。

私たちは、地域社会への貢献と文化活動を通じた社会貢

献に重点を置いています。 
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特集 15号 
東総ブロック 
コアラの会 
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サークル紹介 

地域社会への貢献  

～地域社会へ手を差し伸べる～ 

 地域社会への貢献としては、地域の講演会参加や歳末

助け合い募金など、さまざまな活動に参加しています。ま

た、他のボランティア団体とも連携し、クリスマス会など

のイベントにも積極的に携わっています。 

 

 

 

 

成長と挑戦  

～成長と挑戦:手話検定と通訳者試験～ 

コアラの会は、手話を学ぶ場所であると同時に、聴覚障害

者ときこえる人が共に成長するコミュニティです。最近で

は、メンバーが全国手話検定試験や手話通訳者全国統一

試験に挑戦しており、他のメンバーがアドバイスを提供す

るなど、互いに支え合っています。 

一歩一歩 

～一歩一歩前進するコアラの会～ 

手話サークル コアラの会は、単に手話を学ぶ場ではなく、聴覚障害者ときこえる人が共に成長し、理解を深める

コミュニティです。私たちの活動を通じて、佐倉市でのより良い地域社会の実現に向けて、一歩一歩進んでいます。 

 

コアラの会 
～開かれたコミュニティ 誰もが参加できる場～ 

手話に興味があるけれど参加をためらっている方々に

も私たちのコミュニティに参加してみることをお勧めしま

す。西部地域福祉センターでの毎週金曜日の夜の定例会

で皆様の参加 

をお待ちして 

います。 

文化活動 
～文化を通じた社会貢献 映画「咲む」上映会～ 

文化活動を通じた社会貢献の一環として、全日本ろう

あ連盟創立７０周年記念映画「咲む」の上映会を佐倉市

ミレニアムセンターで開催し、協力しました。これらの活

動は、私たちのコミュニティが地域社会において重要な

役割を果たしていることを示しています。 

 

パートナーシップ  
～共に問題を解決するパートナーシップ～ 

佐倉市社会福祉協議会の呼びか 

けに応じ、佐倉市ボランティア連絡 

協議会と連携しています。私たちの 

主な目的は、聴覚障害者の日常生活 

における問題を共に考え、解決策を模索し、より良い地域

社会を築くことです。 
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